
塩・線上
℃oMシャン什IW言海蛎シヴァよノ知力を与を給え！識別のカを！，

と、インドの求道者一事、このようIこ祈って・‘マリ7ア主な環々般い込みます。。の

神に軸知恵と力む求め言の信仰IUを・迫fl冶唖義は忘姐掴甑晒し、
舟占うと神と㌣分節廿てしま。まLLイてって万巻の書、営志先主刀リスマ、組職

ドグマ神殿・誠・テLC、つし小こつ二ビュー9－｛こ的霊を求めて．迷路に入り、知

識の湖一二噛り込打自流謹直メチヤメチャーこ瀧しし自己と信じ坤乱す自分暗、
つ萌し、1歩いていかがも命らす＼71レ十二ウム引訊いて感じずた→た敬精しか

買え「ル守近眼二鳥膵）へ成魚へと魁している珊t人。
「か主よ・′祖こ高ラさ高崎心何時釦北信師丘の正体も余らず知

うつ叱憩いません高批たがいる吉のこ旺丁塵じます」と裸に回埼

廟姉、自我時、道代のガラ頼徹してくれるで工よう。神的回納経
です「主よ、知恵と刀結え給え！」水一非彊牛丸時∴満席窮軸的、紳う本物と

こで碗見合印加育て＼く鴫ち〇二で中丸二間由、二で東敬二と人物∴

二の如拙1涌ナ「三」ビアメリnインチァンの嚇毎言っています。

神の卸側陶式鮎の巌碕蒐・蒔輸入の補が汚て－可へ例えイワシ
の頭的碗刷新小知心識別加締出束ま叫域別のか輸つ、往信
であり、権威主義即ち、璃離床敬です。南東梓窮極相川－揃う人民の東萩互

でて課のアプリ休漁期よリニケ叩、柚は草iわ（わ、豪の修理涙っ吾らかしで

ほう、裏金に艶絵王i、危瀬高∴舌に雇で、デモで、ヒ和郎・他・尊良い蓋い石高昼
i和ら濠の中でゴロコ心して同梱が縁日わき為の鳥人かう票高時両だうう

こ、と《揃和でミニコミ剛とやって売られたのも「ヾ虹暗い令室の印希で

i擁吻阜新しい一摘蟻合して行唖娘）∴プルトニウムとの戦時I胡粉て市

町との、誰よt）も自己（こ印可掴書・和3シヴァ神南可彊仰の力で弓．

郎諒最終編集会議揃い窯矧チームのべ高士ナイ乃手回彊ポジション極まり

ましたol壷レフト、納れ2番で刀ントキや一〇3番巳年、ヤツチャン。4番

ショート、桂子。5番キャッチャー、ダマリe6番ファー朴、ウiレフ。7番サード、

ミ力。年番ライト、エーキ。ラストがピソチャーのボン・というわけで博史かッド

コーケ万葉が総盤腎といつとこうでしょう小一オマその方菜尉穣的中序、種

不敵のひ…、突沸。維犀と・厳しい軸埠の下で∴新旧交代しのぎ11す黒靴りト

ムの中にあって・入団三ケ日で・早くもレもラーの財産李朝のものIこした大型新人湖

水エーキ。iの軒別こ刺掠八て定住雛鹿追、レギュチへの矧珪賄lTrこギャ一、

やツナヤシと共に、葺合の仰、とま千年3・靭干上000部の勝利じ至。

今日2帥2日・ダマリが自分の禰乱丁時，7、摘丸で東京都千。自主講座。同志
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の協力を願って“面込斗綱鈍くの作図一二かゝI）、菊貧で、サL7が皆の分析者っ1行さまヲ。

C、CCi肺」と国分寺岡遇のIP何百うの支援を∴切に祈りまう。ダマリとウIL7．東京風連

の仲呵たらの呵匠、丁＼やいも池田を峯子起こすてしふう．自己安寧Ll行ヽ硬と、い「こ

すうに軍と寂、て行く摸、時の菜uU51リリングにものです。承敏彦命でもあったし／ビ
ーム一切ントバイ恥に神も東の、とんち東放て体現しかて　給血不二の一美です．

今宵ttたし，1、I）に、孤り千言棄人魚の宕（こい召す。約二ナ鼠，了ミIIのせ俗からの解放て弓。

加、うこそ　今宵この執り鎮台節用こ生らせ、眼徳（二浪大してみようと拭みるので可

が、軍むうの虫、唆共の交響曲と　ござ波の拍計こ神慮事件「ニッ“後口上をどのようIこ

締めく、如、？」T帝といつ思念（こ惑わで件、分れ又、サマディ（三成）を断念しまL

Tこ．もしト吾っ「事裸か、似合への無劇じ（二郎のふう：永外書り言、個人的高向主iな、㌍

「′†°利子かつくまで神碕こみ預《JLで∵平常1）こので禁己未の7ライマッ7スなイ和親

すらだ－†で尊く、みんなと一鯖Iこ盤潰して、悪魔共とやつつしTrこいもので弓．

朝会村竣勘理事会を椙チごった、ねたちの、‘滴乗梶裁判工事　あさ→てi弾、ヤ二日

公判で可が　悪覚共の証人尋和事までまたです．とこうで識判事有効かて　湊易癌放棄を

賭‘†「本字夜の組合貴通箱審査会（現勢力、丘組合矯成魚79‥反対所41、十と執る

と放棄戎立）は「裁判と相すられている熱々項奉が、それと窯犯して審査会をすること一事

加ミの気分も頂うので－すみ諾いか？」という反対久山下理華の賞明朗n言Iこ、“裁

判う′収、をIaよりも嫌う賛畝理車も同志∴ここ一号一つ′慎重に．香草夜審査会モ中止し

て、現誼のま＼諌絡しておこう」ということ（二も・）ました．布百万円も椴逢して∴治内実

に丁午前毛の壷墨縄弱りめく、江、「今季こそ一掬償金を′」と行っていた賛繭＼のニセ

漁民たつの中に絶軸一弾焦りか見えてえきし丘今　泉の漁協総会か楽しみて、可。菜手厚

尋てiこ（不。組合費資裕を潜行して　総会の序でしゃべ）まくリ「二言冶郡醤蝦志、乍ら．
「才子シロりす、ソ千束マン名主う、未名私ニハ′胤）ヲ与工丁イデ下サイ／」と　サ

マディで断念した私一事　ラン70と異もし、今、ペンを握っています八田や姐や娘の書き

忘れて∴物を善くこむ二股頭出未3のも　こ珂喜仰の赤絵放てあi）ます．

何語膏小暇慾であれ　シヴァ神事一丁碕一再　そ暁弓の彿峰かあ星のて一小

牧」、暗闇の甲て眼徳や、岡も黒いのに玄岡の戸か、ガターンと倒れ、番犬の7ムさ僻な

させて　例のケンムン在来てい千二の7－可。「オイ干、Tスッ？、分留こそi裏面つ葺合ht＿て

語り合ってみたいものだ」と、一瞬恩っTこのてすか7ヤ得て、あら明地つき合ってい

3軸蛇小のだ」と思いととまり、大声で‘シ方シヴァシウラホームマハ一

千㌦ウラ　ンマン亮一－i、－ム吉唱えて立上れ）、主軸、労しを烏渡してみきしたが

巣の定、さっさと追放したらしく　呆れ画支っていさ甘んでLr。呪文の意味するヒこち

は〝神々の中の最鳥の神シウァよ　悪鬼や、定律宍槌っ払い給え！」と＞主上こと日吉と、

／ントの挫0、きんか済ま直りました言直の冷却二、‘石衣のマントラ、真言、ものかどう

か？戦いの未か嘩託してく購でしょう。チヤリ～ンとの・インド裂のシンパ）レ
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商ってます。ヤマハ科コット蛾も・賠買こ肝つ小牧いれ丁二．シヴァも叢義

和計員こ高って、宿場Iこかもん…恩恵と・その遥鶴実に忍び込んで小

謡癌実施技巧と棚圧、農勧一地裁う可の酋シヴァ一滴の舶守ってい
3藩軌てい書千・ラーマt言クリシュナ上布かキリスト‡アラーし工和ヾtブ

ラフマンもアートマンも、中も色も・シヴァの百諭。一つ質o景教幣きぅのも詰る

一丁政治即声尊ですよね。

とこう補うI埼っ7こ難事約・合字涙だ望みそうも和までん．舶来が一種

→鴨というよi）、強靭周章ジ畠蛮人だいう藤吉珂〇両大島4ケ町柵丁椛、離

樹綾Tこう古今亭こな縛めか（諭と時政諦晴れて絵肌．′で叫と奄如
ヤマ‖こ7ラ八子うじゃ」と、呆‘商っ時の門が、県南も一夜は干草紅組叫

相称ゝ川て鴫印に、I慎重の和え∴一郎と船の車、勘一二焦車軸如
’姉す塙諦ういき叫e私的清作晴らます」肘というワッ八百の離山壬

の7、す・百時す神気金環は－諌村と新円町の姉娘戻嬬届と巣（こ喪ごつ－仁子

十和がその気高子、や清満々接棚止」と公言したとこう・黒崎与癌茸編華リ

ギリナヌし1も念・九的種子島でもえ彊聖むうと→の吋輔．

かくて漁場放棄か現購調査時師擦激戦80手代に的て今のう航

実机つ旧か部印弾んe本物凝たくれい沈増やし大熊特約垂
両日団結を雇国庫もの－こしてあくこCです。

山下水差のアプリ茨も、新し画・）方萄斬るここ順足しました。軸薩のイ説

を、人熟練紺薄紅共石して咋ヾく「二桁、克く株主を募・）、薫湧玲碑庫前段濫」

無敵の嫁菜恥こするの叩。種久非℃翰憶鳴鴫と摘－17・料にうI諦験
面でも全面的一二伽、参加直し規近日中に株式の知日喉まi）粗琵番の擬に

も御目線御願硝つもり巧。よれ〈どうぞ。かしこ凋噂的しモ暗合叫

配航おうい元金評、0こ、し、ず硬球宅う宍・ペア（こ印てしまうのでうかなそ時

永和でを隠宅願囲一犯）おじ左目保証人に．シヴァ神主輔でしょうがて

さて－シヴァの知力と縛でペンの歌いのか青　魚聖人創中嶋のあと、昨夏「分塩狩

遵遵橋報，！いうミニコミの4軌「ヒッピームーヴメント総括．といな　4。。索帝

64枚の升席と書ききしに．「放浪と東萩。’コミューン．「マリファナとLSD」「フ

リーせ、ソクス」’祭」という、ヒッピームーヴメント諦争点Tたうっのテーマと∴犀採

鉱旧縁はと帥手lく、田本の反僻他動の試衛で、ゐ口に刀ウシワーカーし41アか∴、ノ刀、（こ窯

矧二勧にからめ寂う性、誘毒‘I‘楓化し「、みち′、、そしてその渥あの朝的ユキ生娘

服した社団、、との’よう目角己舞したか毛、向示して外ました．本約・・一門の街異として

の“奄美Tロードニキミを解合しだ山車“すが、与え（こ「コミ1一シ主義ナロードニ辞

令な書手、字画圧印かこ●免官物語36話，そ善い宙を、恵っく暇も尊く、ナロード二

幸葺合の根本理念を“人民の東敬，ヒ接して　前避〇分紺青穀6号」に善さました．
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ところで石の前岡記事を御覧下でし＾．

インド人民の生活と轟の雪洞ガンジ礼二中

られた最大の吃小・こ乱でもイン臣．伝統の

上に倍I）の17、沈黙してい3のでしょうが7

つ＞中二原爆きて丁寧てしまう両々と賞聖た

ちの国の史上最悪の堕落。こ、MUa西洋物質如月

の葦彼ら粥品。であまサLLニウムIこよる

麟満祐苅旺打姉、最終的も宮野告叩。
インドの哲学と束甑こ、知廉求めた池に．

「インド（舌どんは戦いをうらか？肋、（こして

対ナILしこウ4の宍斗路練張　か？」一事、穴

し再　興妹謀蟹とするとこうです。
’人民の秦教，の中で∴払（カムたちの眼清

めて弾に和Tさせてく机にアメソかヨーロ

ッパのどこトニック、ヒッピームーサメシトを

総括し・彼らかいつの向こか反面牧師「否定的

椋的こ卸）下ってしま正二と弼拇しました
ぺけム反戦訴嘘勅と「．ベン7ゴンに

印して輝かしい戦果盲上げに：の白人の名君に

弓の塵勅がイ蔽研くも案接に御周岡として

しま「しのか？白人刈鶉初涙樋の寄幹に

さて、梁上て退散怨的CLnいのi専薦せか工

葦R日豪h
Iq78．4．

というテーマで“唄衝、ドンファンの敬え」というベストセラーを組合し、面魂合理主

薬叶ブリミテ仁一ヴの叡智の前七、コテンペシーこ敗退し、今や中将中の機圧迫民両．
何よりもでの人同性に冶て・“れウイト1滴毎春でみ）え甘い」ことが暴露され7いる（二も

自らず「亀合う高批分巧や埴いのた」という紬ざ知酋得叱して、、幹（咽

して、さへ清犀看面したが護鈍さ．東粕こ勅を釆めけがな一足のlOライド丁へ放

棄Lmのナナ良さ．ドIしの臭いが魂に浸透し、‾商人戻せ勅、う未iイつ、／トさい、奥丘

の東敬一こ淀して細栂ことの粛小倒暑さ十両虹も大姉もの、∴遷小らす、北上か

うー掃き直触揺らもい」い統治に透し：した。そして、細い幌の秩序で、東洋

思想の源息インドに求めて、7持）の丸のインドの板語るこ　によ「「、近代で後尾

してみまLk’宗甜詞肝」ときっ「’I瞳説日吉看マlレクス、この突如与良載鞠良

的理論一二よ3斤鷲軍令のあ粗末。政治　登萌のレベル五つ、今や穀む授牢は下可能です。

新しい革命事、唯物重科輸看にらの‘黒田じ－である“IL！の真昼十こスポットを当て

窺iの恐るべき刀を経放し、そのかこ方旬性と与えるこCi二よって、意識そのものを安寧

して行く索獄の戦いです。私一事それセイム妃やラーマクリシュナの意志を受継ぐ印加休
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て菜に者にちの敬の党旗戦いの素裸を、巨人ウィヴェ一刀－ナンダの嚢接げェーダン
ノ7哲学の中に学び宅した。「許しい豪放I故知こきとめ涌きことも、碕灸づITr当、魚

水で昨つTCI）することも、升）スマや神殿を拝む　Crも尊く、そいつは破局の危機をヒ

シこシヒ思し、自己と枚表して鞭1人民の、お互いのお互いで掌紋し　佗愛し合う日栄生

糸の中に、さi）可、事物晴、優しい徴芙　ちよぅとした知己1）これや小もユーモ手心と、‘

そ、人う姦現をと17、仙湘ら′Cへと枕牢商庵印して行くだうう．人乳坤か難文で、何処

に潅衆のあ　の0＼もなつかもいで、真正の索敵を湾現し⊃ゝあらのど。窯径の書露でして

舛一級の知色として、むらの坪で、凰このみ淑1合う7、日一日C、箇己を勅封した春の

不滅の麟小二i司って歩み続両人民。行く看よ、往くるま、／全き往くあま、季夕立高士と

いう詑渇し　このテ6枚のI勧匝簿ひさし壬∴負堅物甑の理釦かくツワボーンとして

硝読下されl不幸いで弓。
“殺せ．′肺肝巾！戦って敵モ粉砕せよ．I．鼠鳥のヒンズー聖典バ汚、ァ、／ト

キークーの中で主神クリシュナ痛克く　の戦いの索敵誹暴力主義者ガンデイの座右

の看てもかTこ直拷行動の哲学。その中の乗り手である　の“コロゼ！、の一書的ぐっ

て、布くインドの哲人に弓の、あるい1・ネ錬士仁予の議論ra集中しました。そして寝た．て

の轍i3丸干うに任ぬら人手のて百〇哲人にして戦士である私（萌えます。“殺せ！匂う

の内専らやマトン十ユウそ、白人的けもの一C狭．1」ようしい、祖不二の殺人を、誓って

引き昏†ます　しかし原7k爆I：よっ「、相弔と節線（こ征「てしまった権力者共を、小高

サンディのよう一二、紳せこ安らして戟う二的操弛れ。音程の献－ふ大量殺娘番

の檎現と点I二終、っ亡のて可。植わ奪回の勝利の晩Iこぼ、武力と避けよこかユ不可能かも知

人舌やん。仝生類の急のTに私自負の亨を朱に梁の乱丁小一I和けちも同時が、禾‡の、も知

れ舌でん。主神ワI）シlTi請います．’元高重く島さトに行烏は例え殺人であっても、

罪の何造語こと一揃い」と。し印し、缶桔掃った強者より、素手の強意の方小言より

東壁鴫勝」モものにするtLよう。板人のマント剛勅：すのは軸暴力証蒔く　六硯
の愛尊のて弓。「′博し中日己i憎しみiこぶって消え去3こと，掘い。惜し射旺ヾ愛によ「

ての高給を3。時折壷の原理であ」と　債大鵬項の大仏花の言わいたの古

窯こそ、非暴力直噺干勤の根本理念であ・）、最もラディカル鴫重合福神弓と思います．

破来春を埼つま食肉類人種p主狂った末転にう甥かに一幕彼らと印暴力をもってL

Zi夢　路　ビこうか全てfペアーで弓。匝鳥類としてあんまり宅の黒い義で弓。ヒトの行

動と操作してい3、‘頭他言こある漣の催眠術とかけ、原爆のボタンを押すデモ不軌余席リ

1こしてしまうようT了知加によ3戦い、この前門末向の戦いこその、、進化の環宕端を行

く、、音域。の戦いです。酌ヒぽこの心理甑竿の、いれ（劫47ラージュでかて、勤

をあてにしているよう引去弱邸線の論理小ち一昔は7いない寧i二m）弓手．断じて

蛍岬であうわけ高一）ませ小柳む舌「シヴァ、シヴァ！。鴨ビ、ビ　長剣も韻をして言って

あ吉子）・7サナチ界「二つ。鴨∵て一柳ユ漁かや17両の鴫かう。シヴァボ「ム履

前厄碁40079字五日：日　枝デス島鈍禁猟I厚木二大
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